
 

 

治山事業における竹の利用について 
～竹材による筋工の施工～ 
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はじめに 

治山事業においては、小径丸太の有効活用を

図るため、丸太筋工や丸太残存型枠など、各種

木製構造物を採用し施工しています。これらの

構造物では、直径10cm程度の丸太を標準規格と

して使用しています。しかし、近年では納入さ

れる丸太は直径15cm前後のものが多くなって

いる現状があります。これは、人工林の多くが

伐期齢を迎え、従来利用してきた若齢級の人工

林が減少していることが要因と考えられます

（図１）。 

このような背景を踏まえ、小径丸太の代替資

材として活用できるものがないか、試験施工を

行い検証することとしました。 

 

１ 調査概要 

（１）施工上の課題 

丸太の大径化に伴う影響として、段数が指定されている構造物においては標準的な高さより高くなって

しまうため、施工現場において１段目の横木の一部を地中に埋めて高さ調整を行い、固定用杭木を標準よ

り長尺とし強度を確保するなど施工者が独自に工夫している状況があります。 

また、資材重量の増加により作業員の身体的負担も増しており、施工性および安全性にも影響を及ぼし

ています。 

 

（２）代替資材の検討 

丸太に代わる資材の検討については、以下の条件を満たすものを対象としました。 

・丸太と同程度（直径10cm前後）の規格であること 

・木製構造物として使用可能な強度を有すること 

・当事業所が所在する長野県南信州地域において調達可能なこと 

検討の結果、南信州地域では森林面積に占める竹林の割合が県平均の約２倍と高く、放置竹林の維持管

理が地域の課題となっていることに着目し、代替資材として竹を選定しました。 

竹材は、割れやすく生物劣化が生じやすい欠点があるものの、直径10cm程度のものを入手することが可

能であり、引張
ひっ ぱり

強度は木材と比較して２～４倍程度と高く、かつ軽量であるという性質を有しています。 

 

 
（図１：丸太供給量の状況）［1］ 
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（３）工種の選定 

丸太の代替資材として竹材を適用するに当たり、以下の条件を設定し

て工種を選定しました。 

・令和７年度の工事において施工する工種から選定する 

・試験的な施工のため大規模な構造物は除外する 

・既存の木製構造物と経年変化などが比較できること 

・構造物が破損した場合には補修が容易に行えること 

これらの条件を満たす工種として「丸太筋工」を対象とすることとし

ました（写真１）。 

筋工は斜面を流下する雨水を分散し、植生の生育環境を改善すること

を目的とした工法です（図２）。 

竹材を杭木として地面に打ち込むと割れの発生や打ち込みの難しさが予想されました。そのため、横木

のみを竹材へ置き換えた筋工（以下「竹筋工」という。）として試験施工を行うこととしました。 

 

施工場所については、前述の条件の中から小西川治山運搬路新設工事における残土処理場施工地が林道

や治山運搬路といった道路からも近く、既存工法との比較や破損時の補修も容易であることから施工地と

して決定しました（写真２、３）。 

  
（写真２：施工場所） （写真３：施工場所近景） 

 
（写真１：丸太筋工） 

 

 
（図２：丸太筋工標準図） 
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（４）竹材の調達 

竹材の調達方法については、竹材が一般的な資材として流通しておらず、近隣の国有林内には竹林が見

当たらなかったことから検討を要しました。調達先について管内の建設業者への聞き取りの結果「会社所

有の山林より竹（モウソウチク）を資材として販売可能」との回答を得ました（写真４）。 

今回の施工で納入された竹材と丸太の重量と材料単価を比較しました（表１）。 

 

（５）竹筋工の施工 

ア 施工前の打合せ 

受注者との事前打ち合わせでは「丸太筋工では横木同士の

固定に 鎹
かすがい

を使用しているが、竹材では割れが生じやすいた

め同様の固定ができない」「なまし鉄線による緊結のみでは

横木が動いてしまうのではないか」との指摘がありました。 

これらの懸念から強度確保のため杭木の本数を増やして

支持力を高めることも提案されましたが、丸太筋工との比較

を行うため、構造は丸太筋工と同一として施工を行うことと

しました（写真５）。 

 

イ 施工の流れ 

（ア）位置決めおよび杭木の配置 

筋工の施工位置を決定するため、水糸を張り杭木の間隔を確認しながら位置出しを行い、杭木の打

ち込みを行いました。施工延長は10ｍとしました（写真６）。 

（イ）杭木および横木の固定 

資材の太さや曲がりを確認し、極力隙間が生じないよう配置を調整しながら固定を行いました。懸

念された横木の固定については、なまし鉄線による緊結のみで十分固定可能であったため、杭木の追

加や新たな固定方法の検討は行いませんでした（写真７）。 

（ウ）横木の段数 

竹材は直径10cm程度を標準として納入されましたが、中には規格未満のものがあったことや、竹の

形状として先端に向かって先細りとなることから、丸太筋工の標準である横木３段では、高さ30cmを

確保することができませんでした。そのため、竹筋工は横木を４段とし、必要な高さを確保しました

（写真８）。 

 
（写真５：施工前の打合せ） 

 

 

  

 

（表１：竹材・丸太単価比較） 

 項目 竹材 丸太 

規格 直径 10cm 程度、長さ 2.0m 

重量 約 5.7kg／本 約 11kg／本 

材料

単価 
約 920 円／本 約 1,350 円／本 

 

（写真４：竹材供給山林）  
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（エ）横木間の隙間への対応 

竹材は丸太と比較して曲がりが大きいものがあり、横木

間に最大で約４cm程度の隙間が生じてしまいました。 

この箇所については、背面に竹材を追加して隙間を塞ぎ

ましたが、滑りやすい竹材を浮かせた状態で緊結する必要

があることや、既に緊結したなまし鉄線と干渉するなど、

施工性における課題が確認され、効率的な施工方法につい

て検討していく必要があります（写真９）。 

 

２ まとめ 

（１）結果 

竹材を横木に使用した竹筋工の施工を行った結果、筋工とし

て求められる機能は確保されており、構造物として特段の支障

は確認されませんでした。横木の固定についてもなまし鉄線に

よる緊結のみで十分な固定が確保され、施工後に横木の移動は

確認されなかったことから、丸太筋工と同等の施工が可能であ

ることが確認されました（写真10）。 

 

（２）竹材におけるメリット・デメリット 

【メリット】 

  ・軽量である 

竹材はカラマツ丸太と比較してほぼ半分の重量でした。このため、作業時の負担が大きく軽減され、

作業効率の向上が期待されます。特に急傾斜地で施工する山腹工においては、安全面を含めたメリッ

トが大きいと考えられます。 

 ・安価である 

今回の工事の見積条件では、竹材は丸太と比較して１本あたり約430円安価であり、施工延長10m（横

木４段）あたりでも一定のコスト削減効果が確認されました。 

 ・放置竹林の整備につながる 

竹材を資材として有効利用することで、放置竹林の整備が進み、林地や農地の保全に寄与するとと

もに、近年問題となっている獣害対策への貢献も期待されます。 

 

   
（写真６：杭木の打ち込み） （写真７：横木の固定） （写真８：横木の高さ） 

 

 
（写真９：横木間の隙間） 

 

 
（写真10：竹筋工完成） 
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【デメリット】 

・滑りやすい 

竹材は材質的に滑りやすく、横木を重ねる際に位置決めに手間を要する場面がありました。 

・曲がりが強く隙間ができやすい 

曲がりや形状のばらつきにより横木間に隙間が生じやすく、土砂流出防止のために追加の竹材で隙

間を埋めるなど、施工の手間が増加しました。今後は、背面に植生シートを張り付けるなど、施工効

率が低下しにくい対策の検討が必要です。 

・割れやすく劣化しやすい 

丸太と比較して割れやすく、劣化しやすい特性があるため、耐用年数については引き続き経過観察

を行う必要があります。 

・資材の調達方法が限られる 

一般的な流通経路が少なく、大規模な施工を行う場合には、まとまった資材量の確保が課題となり

ます。このため、今後は安定的な資材確保に向けた調達方法の整理が必要です。 

 

３ 結論 

この取組は、木材を全面的に竹材へ置き換えることを最終目標とするものではありません。しかしながら、

小径丸太の供給量が減少する状況下において、代替資材として竹材を一部でも活用することは、労務負担の

軽減やコスト縮減といった事業面の効果に加え、南信州地域で問題となっている放置竹林の整備促進につな

がり、林地保全や獣害対策など、多面的な効果が期待されます。 

一方で、治山施設における竹材の利用は一般的とは言えず、耐久性の評価、施工方法の整理、資材調達体

制の確立など、今後検討すべき課題も多くあります。これらの課題を踏まえつつ、代替資材の一つとして竹

材の活用可能性について、引き続き検証を進めていく必要があります。 
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